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著者らが序言でものべているように、糖質科学の最近の進歩はめざましく、いろいろな糖質が
生命の本質に重要な役割を果たしていることがますます明かになってきた。本書は糖質に関す
る重要な事実を、比較的浅く、しかしほとんどすべてを盛り込んでおり、一種の糖質化学便覧
のような性格を備えている。
本書は 11章からなっている O 第 1章「概説」では簡単に炭水化物、糖質化学の歴史、意義、
基本単位、命名法などがのべられている。第 2章「単糖類の構造と立体配座」ではフイツシャ
ーの還元糖の研究にはじまり、単糖の鎖状構造、環状構造、立体構造、立体配座がきわめて手
際よく説明されている。以下、第 3章「天然産中性糖とそれらの調整法」、第 4章「単糖類の反
応」、第 5章「単糖類の増炭および減炭反応J、第 6章「天然配糖体」、第 7章「特殊な官能基を
含む天然産糖類」、第 8章「オリゴ糖とその一般的性質」、第 9章「多糖とその一般的性質Jと
いうように炭水化物、糖質に関する必要な事項は実に要領よく、かっ簡潔にすべてとり上げら
れている。ことに第 9章には 70ページあまりを費やし、多糖類の分類、命名法、単離法、分子
量の測定、構造研究、各論、とよくまとめられている。第 10章「糖質の生化学」では生合成、
相互変換、分解から貯蔵および構造多糖類の合成分解など、生命現象における糖質の反応がま
とめである。最後の第 11章「糖質の構造解析に用いられる物理的方法jは本書の特色ともいう
べきもので、赤外吸収、核磁気共鳴、マススペクトル分析、と近来各種化合物の定性に広く用
いられている分析法の糖類への利用が詳述されている。
このように、本書は豊かな研究歴と経験、知識をもっ著者らにしてはじめて可能と考えられ
る類のない網羅とまとまりをもっている。生化学の分野の他、動物学、植物学の分野の若い研
究者にとって大変役に立つ指導書である。 (1生物科学ニュースJ1981年2月号、 20頁)
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植物が自然の環境要因に対する応答のしかたを進化・発展させた結果、現在の植物が備えて
いる知恵、すなわち生存のための精妙なからくりについて解説するのが本書の目的である、と
著者ゴールストンはいう。たしかに著者の目的は達成されているといえよう。
著者は若くしてエール大学教授となり、以後植物の生長・分化などの研究を精力的に行って
多数の研究論文を発表してきた有能な植物生理学者である。そのかたわら、何冊かの興味ぶか
い啓蒙書を著わし、またヴェトナムにおける枯葉作戦に反対の行動をおこしたり、さらには早
くから家族ぐるみで中国農民と人民公社での生活を共にするなどのユニークなキャリアをもっ
ている。
著者は導入部において、まず緑色植物だけのもつ光合成という機能の重要性を指摘し、人間
をはじめ、地球上の全生物が緑色植物に依存しているという事実を強調している。そして、以
下の各章において植物の栄養生理、ホルモンによる生長・分化の調節、運動とリズム、全形成
能と遺伝子工学、進化と有用植物について多くの例をあげながら植物のはたらきを概説してい
る。たとえば、栄養を扱った最初の章では、窒素を固定するラン藻のアナベナと水生シダのア
ゾラとイネの相互扶助関係によって、イネの収量が 50-100%多くなる事実を紹介している。
そして北ベトナムの農民はアゾラのコロニーを保護する方法を伝統的なやりかたによって守っ
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ているという。また、「植物は自分を調整する」における腐ったリンゴと熟したバナナの話、「寿
命、死、不死などをめぐる話題Jにおける不死のニンジンの話、などは読者の興味をひくであ
ろう。
著者ゴールストンの本領がもっともよく発揮されているのは最終章「植物と環境Jである。
この章の終りで、著者は植物学者としての彼の最近十数年の社会的行動について説明しており、
読者の共感を求めているようにも受けとれる。ここで著者は、植物がいかに環境要因に対応し
て生活しているかについて説明したあと、その機能を薬品を用いて増強したり、その遺伝能力
を遺伝子工学の手法によって開発する可能性について言及している。
増大する人口、減少する資源という状況の中でわれわれが生きてゆくためには、より新しい
科学的、技術的知識がどうしても必要で、このためには、植物の機能に関する基礎的な植物生
理学的研究とその開発は、重要、不可欠といえる。その反面、たとえば抗オーキシン剤 (TIBA)
はダイズの花芽形成を増加するが、高濃度のものが落葉促進剤としてヴェトナムで使用された
という著者自身の経験を紹介し、これによって自らの研究のもつ社会的意義について深刻に考
えさせられ、抗議行動に踏み切ったと述べている。
科学者のうちで、戦争などの反社会的、破壊的所業に対じ'無実を訴えることのできる最後
の一人と見られていた植物学者"さえもが、社会のあらゆる局面に浸透しつつある問題の渦中
に巻き込まれざるを得ない、という結びの言葉は、いかにも最近のゴールストンらしい。
ゴールストンはその明快な論理と文章によっても知られており、本書も例外ではない。読み
疲れを感じさせず、終りまで一気に読ませるのは、訳者の適切かっ巧みな和訳に負うところが
大きい。植物の基本的機能とその有用性を知るための啓蒙書として広い層に一読をすすめたい。
(1自然J1982年11月号、中央公論社)
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1880年にダーウインが行った光屈性の実験を、 1911年、世界で初めてオートムギ幼葉鞘を
用いてくり返し、“生長素"の存在を示唆したデンマークの植物学者 P.ボイセン・イエンセン
(以下B.J.と略記)の「植物の物質生産」を中心にまとめたのが本書である。
B.J. が1935年に、それまでの"生長素"に関する研究をまとめた『生長素説jは、かつて
植物学科学生の必読書であった。また、 1938年に出版された「植物生理学」もよくしられてい
る。本書は、世界で初めての画期的なこのB.J.の物質生産に関する研究と、その影響を受け、
これをさらに発展させ、完成した門司・佐伯の論文を併せて載せている。このほか、 1949年に
発表されたB.J.の論文2編、彼の門下で、後継者としてコペンハーゲン大学教授となった D.ミ
ュラーによる師の略伝、さらに訳者らによる「解説jが収録されている。このような構成の本
は他に類をみない独自のもので、 1932-53年にわたる、植物における物質生産の研究の本流が、
生き生きと描かれている。
「植物の物質生産J(1932)は第2章において訳出されており、本書の中心をなしている。B.J. 
はここで物質生産における (1)総生産、 (2)経営費、 (3)純生産、という概念規定をしており、
総生産の大きさは CO2同化作用の強さによって決まり、これはとくに光、温度および CO2濃度
